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主体的に考える力の育成をめざして 

～めあてをもち 振り返り 次のめあてを～ 

校長 芦垣 幸代 

現行の学習指導要領の理念の中で繰り返し言われているのが、「複雑で予測困難な時代の中

でも児童一人ひとりが社会の変化に受け身ではなく、主体的に向き合って関わり合いながらよ

りよい社会と幸福な人生を切り拓
ひら

くことができるよう、必要な力を育んでいく」ということで

した。私たちも、そんな姿を目指して教育活動を行っています。主体的に考えることは、新し

い課題を解決していくために大切なものになっていきます。何より、主体的に考え、取り組む

とき、子どもたちは生き生きとした表情でその成果や課題に満足感をもっています。主体性は

放っておいて育つものではないし、説話によって身につくものでもないでしょう。自分で考え

て、粘り強く取り組み、伝え合って次の課題をもつ、その過程で深まる自分自身を実感でき

た、という経験の積み重ねが主体性を育てるものと考えます。 

昨年度末に、教職員で教育活動についての振り返りを行い、その上で取り組んでいこうとい

うことを確かめました。単元のゴールの姿や単元の目標、そのための学習計画などを単元や発

達段階に応じて子どもたちと作っていくこと、自分で考える時間を確保すること、めあてに対

する振り返りを行い、学びを調整したり粘り強く挑戦したりする力をつけていくことなどで

す。考えの伝え合いや課題についての話合いは、考えを広げ深めることと共に互いを認め合い

次の学びの意欲をもつことにつながります。遊び（低学年の生活科）や体験も、主体的に挑戦

してみることや多様な他者と協働することのよさを実感できる非常に重要な学びの場面です。 

子どもたちの力を育むために、今後も、保護者・地域・学校がそれぞれの立場からできるこ

とを考え、協働していけたらと思います。その中で、子どもたち自身も、自ら考え、判断し、

行動しながら、自分の未来を切り拓
ひら

いていってほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の最後

に振り返り。

めあての下

にはってい

きます。自分

に花丸！ 

四角形の 4 つの角の大きさの和について考えよう 

 
とれたのいくつ？ とれたのいくら？ 

自然と始

まる友達

との考え

の伝え合

い。 

学習課題について一人ひとり

調べたあと話合い。学習計

画、振り返りをタブレットに

ためていく。 

学習計画 毎時間の振り返り 

みんなで釣りゲーム！そして問題解決

決！ 

 

いくらかな？ 
 

自分の考え

を図や式で

説明。じっ

くり考える 

一人ひと
りの今日
のめあて
を選んで
自分の顔
をはろう 

明治の新しい国づくりは何を目指してどのように進められたのだろう 

 


